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§１．研究成果の概要 

初年度の半年間の主な成果として、本提案の中軸をなす「汎化指標」の新提案が大きく前進し

た。まずは統計的機械学習やその周辺分野を対象とした入念な学術文献の調査を行い、期待損

失以外の汎化指標の特徴と偏りをより的確に把握できるようになった 1)。損失分布が非対称の場

合、そのばらつきの「向き」によって既存の汎化指標の反応が大きく変わる。ある方向にはきわめて

敏感であるのに対して、その逆方向のばらつきはほとんど捉えられず、CVaRをはじめとする OCE

リスク関数族や DRO リスクなど、いずれも実質的には「期待値＋右方向のばらつき」という表現しか

できない。これを補完する方策として、初年度では、損失分布の分位値の凸計画としての特徴づけ

を緩和し、ばらつきを測る際の中心点とスケーリング、外れ値への感度などを自由にコントロールす

る汎化指標クラスを提案し、その基本的な性質およびそれを各種の学習アルゴリズムに導入した際

の性能を入念に解析し、理論と実験それぞれの初期成果が出始めている段階である。重要なポイ

ントとして、 

- 「学習アルゴリズムの新奇なる挙動をもたらす能力」と「汎化指標そのものの統計的な解釈しや

すさ」の両面から既存の汎化指標の盲点を補完できる 

- 学習前の汎化指標の調節によって、非常に複雑で不確実な学習過程を経てもなお、テストデ

ータにおける損失分布がある程度「予想通りの性質」を有する状況を突き止めている 

という 2点を挙げる。初期成果をまとめた論文はすでに完成しており 2)、その初版は 3月に arXiv

に掲載するとともに、ソフトウエアのリポジトリも GitHub上で公開している 3)。要点をまとめた要約版

は機械学習の国際会議に投稿中である。 

当然ながら、本提案は汎化指標単独では成り立たないが、適応性とロバスト性を兼ね備えた学

習アルゴリズムの開発と透明な汎化指標デザインを結びつける方法論の構築へ向けて、初年度の

取り組みによって堅固な土台を築くことができた。 
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